
１　評価対象及び評価者

令和 年度 (2)　整理番号

(3)　施設名

(4)　所管課室 環境生活部　県民局　青少年・男女共同参画課

(5)　評価者(所管課室長名)

２　評価内容(５段階評価)

評価

評価

３　総合評価

施設所管課室評価様式

(1)　評価対象年度 4 07

課長　大久保　千穂

(1)　施設効用の最大限発揮 ４　(優れている。)

和歌山県立白崎青少年の家

評価の理由

(2)　効率的な管理運営 ４　(優れている。)

評価の理由

・新型コロナウイルスの影響により、団体の利用控えやキャンセルの状況により大幅な
受入数・収入の減少が続いている。また、自主事業（主催事業）の開催や地域と連携し
た祭りも中止となったが、感染拡大防止のため受入れを制限しつつも、感染症対策を徹
底しながらの事業運営は適切なものである。
・自主事業（主催事業）について、白崎という地域の資源を活用したプログラムの展開
や地元漁協と連携した実施を行っている。また、地元新聞社やケーブルテレビ等への掲
載や放送の依頼や、学校や行政への直接訪問による営業活動、ホームページやＳＮＳに
よる実施状況など積極的に情報発信を行い、施設に興味をもってもらうための活動を実
施している。

・新型コロナウイルスの影響により収入の減少が続いており、更に物価等の高騰の影響
を強く受け、収支としては赤字となったが、施設の管理運営経費の縮減について、節電
や節水に努め、簡易な修繕や清掃作業を職員で実施することで経費の縮減を図ってい
る。

　施設の設置目的に沿った適切な事業実施及び管理運営が行われている。
　また、新型コロナウイルスの影響により収入の減少や物価等の高騰により厳しい運営
が続く中、感染症対策の徹底や経費縮減を意識しながら、適切に運営を行っている。
　地域における青少年活動の拠点として、各種青少年育成団体等と連携を図りながら地
域に貢献する施設として十分役割を果たしている。
　令和５年度から令和９年度の指定管理について、企業体（２社）から単独企業での運
営となったが引き続き指定管理者として認定を受け、長年のノウハウを活かした施設の
管理運営を行い、利用者の増加等に積極的に取り組まれたい。


